
開閉会式
開会式 (９：４５～) 閉会式（試合終了後）

１ 開会の言葉 １ 開会の言葉

２ 優勝旗返還 ( 男子 伊敷台中 女子城西中 ) ２ 成績発表並びに表彰: :

３ 競技上並びに審判上の注意 ３ 閉会の言葉

４ 閉会の言葉

競技上の注意
１ 今大会は，２０２１年度の日本バドミントン協会競技規則に準じて行う。

２ タイムテーブルにしたがって進行するが，時間やコートの変更もあり得る。５分以内にコートに入らない場合は失格とすること

もある。

３ 審判は敗者審判とする。第一回目は割り当てをする。試合に負けた人( 組 )は，勝者サインの書いてある審判用紙を審判から受

け取り，本部まで持っていく。

４ 審判は，主審・線審ともに誠実なジャッジを心がけること。主審はオーバーコールが可能である。線審のジャッジの間違いを変

更できる。また，負けた本人が審判をせず下級生が代わってするようなことがないように。

５ 試合方法について

団体戦は，ダブルス・シングルス・ダブルスの順で行う。初回戦は３番手まで試合をするが，次回からは２点先取とする。

来年３月に行われる全国大会選考の参考のため，個人戦共通シングルスは５～８位決定戦と３位決定戦を，共通ダブルスは３位

決定戦を行う。(ただし，二人二組とも３位)

。６ 団体戦・個人戦ともに２１点１ゲームとする。(延長あり)半分の点数に達した時にエンドを替え 秒のインターバルを認める60

共通男女シングルス・ダブルスでは準々決勝を 点１ゲーム，準決・決勝戦は正式ゲームとする。 点ゲームは 点でチェ30 30 15

ンジエンド， 秒のインターバルを認める。60

７ 学校名と選手名の入ったゼッケンをつけること。大会運営規定第 条に基づき，24

大きさは × ，文字の高さ ～ ，横は 以内。30cm 20cm 6 10cm 30cm

下限については良識の範囲内とする。

８ 大会使用ウエアは，日本バドミントン協会審査合格品とする。

シャツはパンツの中に入れること。ソックスはくるぶしの隠れるものを使用すること。インナー等は見えないように。

９ 審判に質問できるのは，プレーヤーまたは監督（団体戦）のみである。審判は，堂々とした態度で行うこと。

ベンチに座れる人の確認10

監督１名，マネージャー（生徒）またはコーチ１名，エントリーされた選手

監督・コーチの服装は，中学生大会にふさわしい服装・体育館シューズでお願いします。

体育館シューズと下履きの区別をしっかりつけること。特に，玄関から一歩でも出る場合は，下履きに履き替えること。11

水分補給は，かごに持ち込んだスクイズボトル（吸い口のついたものは可）のみ認める。12

◎かごに持ち込めるもの（今大会は，かごがないので審判の近くと考えて良い。主審に許可をもらいながら使用して良い ）。

・ラケットバッグ ( スクイズボトルとタオルはバッグに入れる )

◎ベンチに持ち込めるもの（インターバルのときにベンチからコート内に持ち込める ）。

・氷のう ・濡れタオル ・スプレー ・うちわ（叩いての応援は禁止） ・クーラーボックス(椅子の下に入るもの)

◎ベンチにも持ち込めないもの

・携帯電話等情報端末機

(フロアからの撮影はできません。観客席からであっても，生徒の画像や動画を不特定多数の目に触れるネット等に掲載しないようお願いします。)

※ この大会結果と強化練習の様子により，次の参加に優先的に選考する。

( 中止 )・１月 九州ジュニア合宿 男女各４名 １ ４(火)～７(金) 吹上浜体育館/

・２月 九州オープン大会 団体戦 男女各６～８名 ２ (土)～ (日) 鹿児島牧園アリーナ/26 27

・３月 全国大会 団体戦 男女各３～４名 ３ (金)～ (日) 徳島アミノバリューホール/25 27
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